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習した小学生は，bus や shoes のように基本的なもの
であってもローマ字読みがそのまま適用できない語









論 （the Great Debate） と呼ばれる論争が100年以上
も続いたという経緯がある。また，近年になっても
約75%の語はいくつかの規則に従えば，正しく綴るこ
とができると主張する研究者もいる （Abbott 2000, cf. 




word）と呼ばれる you や who といった規則に従わな


































（１） a. /ɪ/, /ɛ/, /æ/, /ɑ/, /ʌ/, /ʊ/
 b. /iː/, /ɑː/, /ɒː/, /uː/, /ɚː/
 c. /i/, /ɪ/, /ə/, /jʊ/, /ɚ/
 d. /p/, /b/, /t/, /d/, /k/, /g/
 e. /f/, /v/, /θ/, /ð/, /s/, /z/, /ʃ/, /ʒ/, /h/
 f. /tʃ /, /dʒ/
 g. /m/, /n/, /ŋ/
 h. /l/












ば，<c> という文字は city という語では /s/ という






（e.g., 手島 2004, 竹林・斎藤 2008, 大名 2014）。もちろ
ん，歴史的な経緯ゆえにどうしても規則では説明でき












国語活動の教材である Hi, friends! の語彙を網羅的に




単語 平成24～27年度版 中学校英語教科書」 （https://
www.kairyudo.co.jp/contents/02_chu/eigo/h24/h24-
eitango.pdf）を参考にした。開隆堂によるリストは，
開隆堂の Sunshine，三省堂の New Crown，東京書籍
の New Horizon，光村図書の Columbus，教育出版の 











字と発音についての規則は提案されてきた （e.g., 手島 

























（２） a. 語末の /v/ は <ve> と綴る
  具体例： have 例外：of
 b.  単音節語の語中にある長母音の /eɪ/ と /aɪ/ 
と /oʊ/ と /uː/ は子音と <e> が後続する
  具体例：cake 例外：sail
 c. 単音節語では長音の /iː/ は <ee> と綴る
  具体例：feet 例外：leap
 d. 語末の /eɪ/ は <ay> と綴る
  具体例：day 例外：they
 e. 語末の /aɪ/ は <y> と綴る
  具体例：ﬂy 例外：sigh
 f.  閉音節で /aɪ/ または /oʊ/ の後に子音が ２
つ連続する時，その /aɪ/ と /oʊ/ は <i> ま
たは <o> と綴る
  具体例：mind 例外：mint
 g.  音節内のどの位置であっても /uː/ は <oo>
と綴る
  具体例：soon 例外：soup
 h.  音節内のどの位置であっても /ʊ/ は <oo>
と綴る
  具体例：took 例外：should
 i.  二重子音の /aʊ/ は語頭と語中では <ou>と
綴る
  具体例：out 例外：brown
 j.  二重子音の /aʊ/ は語末では <ow> になる
  具体例：cow 例外：thou
 k. 語頭と語中の /ɔɪ/ は <oi> と綴る
  具体例：oil 例外：royal
 l. 語末の /ɔɪ/ は <oy> と綴る
  具体例：joy 例外：なし
 m. 語頭と語中の /ɔː/ は <au> と綴る
  具体例：saucer 例外：fawn
 n.  単音節語では，<l> の前の /ɔː/ は <a> と
綴る
  具体例：talk 例外：talc
 o. 語末の /ɔː/ は <aw> と綴る
  具体例：saw 例外：awe
 p.  語頭と語中の /dʒ/ は後続する音が /i/か /
e/ か /y/ の時は <g> と綴る
  具体例：gem 例外：jilt
 q.  語頭と語中の /ɡ/ は後続する音が /i/か /e/ 
か /y/ 以外の時は <g> と綴る
  具体例：gave 例外：get
 r. 単母音に後続する /dʒ/ は <dge> と綴る
  具体例：budge 例外：なし
 s.  単母音が先行する語末の /tʃ/ は <tch> と
綴る
  具体例：witch 例外：rich
 t.  二重母音，/r/，または子音が先行する語末
の/tʃ/ は <ch> と綴る
  具体例：brooch 例外：which
 u.  二重母音，/r/，または子音が先行する語末
の/dʒ/ は <ge> と綴る
262
  具体例：gorge 例外：college
 v.  長母音，二重母音，/r/ と子音が先行する 
/s/は黙字の <e> が必要
  具体例：mice 例外：なし
 w. 強勢のある音節の /ɑːr/ は <ar> と綴る
  具体例：tar 例外：seminary
 x. 強勢のある音節の /ɔːr/ は <or> と綴る
  具体例：fork 例外：course
 y.  強勢のある閉音節で <m> や <n> や <v>
または <th> に先行する /ʌ/ は <o> と綴
る
  具体例：love 例外：pun
５．調査結果
　既に述べたように，本研究では小学校の外国語活














































規則　　   英語の語彙全体    学習語彙全体
（2a）                 99% 92.9%
（2b）                  84% 79.2%
（2c）                  83% 54.5%
（2d）                  84% 90.0%
（2e）                  80% 50.0%
（2f）                  75% 88.9%
（2g）                  86% 16.7%
（2h）                   82% 62.5%
（2i）                   77% 81.3%
（2j）                  95% 100%
（2k）                   88% no data
（2l）                 100% 100%
（2m）                  88% 12.5%
（2n）                  86% 100%
（2o）                  91% 100%
（2p）                  80% 25.0%
（2q）                  96% 88.9%
（2r）                 100% 0%
（2s）                  91% 50.0%
（2t）                 82% 0%
（2u）                 99% 100%
（2v）                100% 66.7%
（2w）                 99% 90.0%
（2x）                 93% 28.6%
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 < > を使い，発音をあらわす場合は / / を使い，
語や接辞をあらわす場合は apple や -ing のように
イタリック体を使うことで，それぞれを区別して
いる。
３　 ただし，CD および P.E. ならびに TV はアクロ
ニムであるため分析の対象から外している。さら
に，let’s は元々が let us という２語であるため外
している。また，品詞による区別はせず前置詞の 
like と動詞の like などは２語ではなく１語として
いる。また助動詞の may と〈五月〉という意味の 
May のような同音異義語や〈赤い〉という意味の 
red と〈読む〉という意味の動詞の過去形・過去
分詞形の read のような同音異綴語は ２語として
カウントしている。
４　 ただし，Abbott （2000: 239‒242） は IPA（国際音
声記号）を用いた表記ではないなどいくつか問題
があるため，本稿では IPA を用いるなど一部を改
変している。また，やや不可解な規則が ２つあっ
たため，それらの規則は省略している。
